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鬼
無
里
事
業
所
の
食
品
加
工
事
業
は
、

旧
鬼
無
里
村
森
林
組
合
当
時
の
昭
和
42
年

か
ら
え
の
き
だ
け
や
山
菜
の
加
工
を
始

め
、
半
世
紀
に
亘
り
雇
用
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
貢
献
や
森
林
組
合
の
事
業
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
地
元
・

国
産
原
料
を
使
用
し
、
無
添
加
で
安
全
・

安
心
な
食
品
製
造
に
こ
だ
わ
り
続
け
、
産

直
一
体
化
を
進
め
て
い
た
生
活
協
同
組
合

と
の
提
携
や
近
代
的
施
設
整
備
の
充
実
等

に
よ
り
規
模
拡
大
生
産
体
制
を
整
え
て
き

ま
し
た
。
取
扱
品
目
は
50
種
類
を
超
え
る

ほ
ど
の
製
造
を
行
い
、
販
売
先
も
鬼
無
里

の
旅
の
駅
は
じ
め
観
光
地
の
土
産
店
や
県

鬼
無
里
食
品
加
工
事
業
の
歴
史
に
幕�

【
鬼
無
里
事
業
所
】

　
⃝
事
業
は
新
会
社
へ
譲
渡

内
外
の
小
売
業
者
な
ど
約
60
社
と
取
引
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に
は
、
長
野
森
林
組
合
に
事

業
を
継
承
し
、
合
併
当
初
の
取
扱
高
で

は
、
３
億
５
千
百
万
円
ほ
ど
で
、
収
益
高

で
は
、
平
成
15
年
に
５
千
万
円
ほ
ど
の
利

益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
工
場

職
員
は
、
創
業
当
初
５
～
６
名
で
し
た

が
、
組
合
合
併
後
は
最
大
で
20
名
（
平
成

20
年
度
）
の
方
に
働
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
新
商
品
開
発
と
し
て
「
和
風

き
の
こ
ソ
ー
ス
」、「
に
ん
に
く
味
噌
」
等

を
製
造
販
売
し
ま
し
た
。

　
　
　

し
か
し
な
が
ら
近
年
の
社
会
情
勢

の
変
化
に
よ
る
業
績
悪
化
や
既
存
施

設
の
老
朽
化
等
を
要
因
と
す
る
課
題

が
浮
上
す
る
中
で
、
食
品
加
工
事
業

の
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
と
な
り
、
平
成
30
年
度
か
ら

営
業
企
画
専
門
委
員
会
、
そ
の
後
特

別
委
員
会
に
お
い
て
協
議
検
討
を
重

ね
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
業
績
改
善

策
と
し
て
、
売
上
単
価
の
見
直
し
や

少
量
多
品
目
か
ら
堅
調
商
品
へ
の
展

開
な
ど
試
み
ま
し
た
が
回
復
の
兆
し

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
終
的
に
出
さ
れ
た
結
論
は
、

鬼
無
里
食
品
加
工
事
業
の
組
合
経
営

か
ら
の
撤
退
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
撤
退
を
す
す
め
て
い
る

中
で
、
取
引
先
の
生
活
ク
ラ
ブ
生
協

連
合
会
の
理
事
長
さ
ん
は
じ
め
役
員

の
方
々
に
も
事
業
状
況
を
お
話
し
し

た
と
こ
ろ
、「
長
年
親
し
ま
れ
て
き

た
こ
の
商
品
を
や
め
さ
せ
る
わ
け
に
い
か

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、「
何
か
お
手
伝

い
を
し
た
い
」
と
い
う
申
し
出
を
い
た
だ

き
、
事
業
譲
渡
の
お
話
が
出
て
き
ま
し

た
。
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
と
取
引
が
あ
る
県

内
の
企
業
が
、
出
資
金
を
募
り
、
新
会
社

（
※
１
）
を
設
立
し
、
工
場
職
員
及
び
工

場
関
連
施
設
す
べ
て
の
譲
渡
が
完
了
（
※

２
）
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
７
月
28
日
鬼
無
里
食
品
加
工

事
業
譲
渡
契
約
調
印
式
を
鬼
無
里
事
業
所

に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
村
石
組

合
長
及
び
新
会
社
青
木
社
長
の
あ
い
さ
つ

と
鬼
無
里
食
品
加
工
事
業
の
経
過
の
報
告

が
あ
り
、
そ
の
後
組
合
と
新
会
社
の
事
業

譲
渡
契
約
書
の
調
印
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
の
、

長
野
県
長
野
地
域
振
興
局
中
坪
局
長
、
長

野
市
森
林
い
の
し
か
対
策
課
川
浦
課
長
補

佐
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
長
野
牧

専
務
理
事
、
元
鬼
無
里
村
村
長
風
間
様
、

長
野
森
林
組
合
元
理
事
横
矢
様
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早
く

か
ら
食
品
加
工
事
業
に
着
目
し
、
国
の
補

助
事
業
や
県
単
、
村
単
事
業
等
を
取
入
れ

た
こ
と
、
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
た
こ
と
、
販
路
拡
大
な
ど
運

営
に
大
変
苦
労
さ
れ
た
こ
と
な
ど
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鬼
無
里
食
品
加
工
事
業
は
、
心
惜
し
ま

れ
な
が
ら
、
長
い
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。長
年
の
ご
愛
顧
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
１　

譲
渡
先
新
会
社

　
　
　

商
号　

株
式
会
社
鬼
無
里
の
杜

　
　
　

住
所　

〒
３
８
１

－

４
３
０
１

　
　
　
　
　
　

長
野
市
鬼
無
里
２
４
４
４
番
地

　
　
　

電
話　

０
２
６

－

２
１
７

－

４
３
３
４

※
２　

鬼
無
里
食
品
加
工
事
業
の
譲
渡
日

　
　
　

令
和
４
年
８
月
１
日
付
け

譲渡された鬼無里食品加工工場

調印式　集合写真 調印（左　青木社長　右　村石組合長）
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理
事
会
開
催

第
2
回
理
事
会�

開
催
日　

令
和
4
年
7
月
13
日
㈬

《
議　
　

事
》

第
1
号
議
案　

第
１
四
半
期
の
事
業
報
告
及
び
６

月
末
の
事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

鬼
無
里
食
品
加
工
事
業
の
譲
渡
に

関
す
る
新
会
社
と
の
譲
渡
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

①　

鬼
無
里
食
品
加
工
事
業
関
連

施
設
の
処
分
（
鬼
無
里
事
業
所
）

②　

フ
ォ
ワ
ー
ダ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
８
０
０

Ｖ
Ｄ
Ｌ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
の
処
分
取
消
し

（
北
部
支
所
）

第
４
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得

①　

樹
木
採
取
権
の
取
得
（
森
林

づ
く
り
推
進
課
）

第
５
号
議
案　

就
業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

役
員
賠
償
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

役
員
視
察
研
修
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

職
員
等
の
夏
季
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

専
門
委
員
会
等
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

①　

総
務
専
門
委
員
会
の
報
告

②　

森
林
づ
く
り
推
進
専
門
委
員
会
の
報
告

③　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
報
告

④　

特
別
委
員
会
（
西
山
事
業
所
木
材

加
工
事
業
）
の
報
告

第
２
号　

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

第
３
号　

鬼
無
里
食
品
加
工
事
業
譲
渡
基
本
合
意

書
に
基
づ
く
譲
渡
先
と
の
協
議
状
況
に

つ
い
て

第
４
号　

長
野
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
企
業
登
録
に
つ
い
て

第
５
号　

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
構
築
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
関
す
る
自
己
点
検

　
　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
自
己
点
検
実

施
に
つ
い
て

第
６
号　

記
念
植
樹
に
つ
い
て

第
７
号　

そ
の
他

第
３
回
理
事
会�

開
催
日　

令
和
４
年
10
月
19
日
㈬

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

第
２
四
半
期
の
事
業
報
告
及
び
９

月
末
の
事
業
進
捗
状
況
報
告
と
年

度
末
見
込
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

①　

Ｃ
Ａ
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
処
分

に
つ
い
て
（
本
所
）

第
４
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

①　

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
推

進
事
業
に
よ
る
固
定
資
産
（
エ

ア
コ
ン�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯
）
の
導

入
（
本
所
、
長
野
支
所
）

第
５
号
議
案　

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

規
則
・
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
1
号　

上
半
期
監
査
の
報
告
に
つ
い
て

第
2
号　

専
門
委
員
会
等
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

①　

総
務
専
門
委
員
会
の
報
告

②　

森
林
づ
く
り
推
進
専
門
委
員
会
の
報
告

③　

特
別
委
員
会
（
西
山
事
業
所
木
材

加
工
事
業
）
の
報
告

第
3
号　

役
員
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
に
つ
い
て

第
4
号　

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

第
5
号　

長
野
県
議
会
農
政
林
務
委
員
会
に
対
す

る
陳
情
に
つ
い
て

第
6
号　

鬼
無
里
食
品
加
工
事
業
の
譲
渡
に
よ
る

処
理
状
況
に
つ
い
て

第
7
号　

役
員
改
選
に
つ
い
て

第
8
号　

税
務
調
査
に
つ
い
て

第
9
号　

一
般
職
員
の
休
職
に
つ
い
て

第
10
号　

職
員
等
の
夏
季
賞
与
の
支
給
状
況
に
つ
い
て

第
11
号　

組
合
リ
ー
ス
車
両
の
入
替
に
つ
い
て

　
　
　
　

①　

須
高
支
所

　
　
　
　

②　

西
山
事
業
所

第
12
号　

令
和
5
年
度
高
性
能
林
業
機
械
導
入
推

進
事
業
（
林
業
・
木
材
産
業
成
長
産
業

化
促
進
対
策
事
業
）
に
係
る
要
望
調
査

の
回
答
に
つ
い
て

第
13
号　

そ
の
他

　

令
和
４
年
８
月
２
日
㈫
に
、
長
野
西
高

校
の
学
生
９
名
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

（
企
業
訪
問
）で
当
組
合
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は

長
野
市
役

所
と
㈱
マ

イ
ナ
ビ
が

連
携
し
実

施
す
る
高

校
生
向
け

企
業
訪
問

「
Ｌ
ｏ
ｃ

ｕ
ｓ
」
で

の
取
り
組

み
で
、
企

業
の
繋
が

り
（
サ
プ 長

野
西
高
校　
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
受
入
れ

長
野
県
植
樹
祭
・
長
野
地
域
森
林
祭
（
長
野
市
）
開
催

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事

例
を
ヒ
ン
ト
に
、
地
域
や
社
会
の
課
題
解

決
を
考
え
る
、
高
校
生
向
け
の
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。（
㈱
マ
イ
ナ
ビ
「
Ｌ
ｏ
ｃ
ｕ

ｓ
」
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り
）

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
若
い
世
代
の
方
々

が
林
業
の
仕
事
に
関
心
を
示
し
て
い
た
だ

き
、
大
変
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

林
業
は
担
い
手
不
足
な
ど
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
、
脱
炭

素
社
会
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
の
最
前
線

に
立
っ
た
、
可
能
性
や
、
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
長
野
日
大
高
校
を
受
入
れ
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
地
域
の
学
生
の
皆
様

の
た
め
に
積
極
的
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

５
月
28
日
㈯
に
、
長
野
市
茶
臼
山
植
物

園
に
お
い
て
、
第
72
回
長
野
県
植
樹
祭

（
長
野
会
場
）
と
し
て
令
和
４
年
度
長
野

地
域
森
林
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
林
祭
は
、
主
催
者
、
来
賓
、

緑
の
少
年
団
、
市
町
村
関
係
者
、

林
業
関
係
者
、
県
植
樹
祭
の
協
賛

企
業
の
皆
様
な
ど
１
１
５
名
と
多

数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

植
栽
木
は
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
オ

オ
モ
ミ
ジ
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
の

大
苗
合
計
70
本
で
す
。
固
い
粘
土

質
の
土
壌
で
大
変
な
重
労
働
と
な

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
良
い
汗
を

か
き
な
が
ら
穴
を
掘
り
、
支
柱
を

打
ち
、
肥
料
を
入
れ
、
最
後
に
乾

燥
防
止
用
の
チ
ッ
プ
を
運
び
敷
き

詰
め
無
事
作
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
が
訪
れ
る
茶
臼
山
森
林
植
物

園
に
、
春
の
花
、
秋
の
紅
葉
が
楽
し
め
る

新
し
い
場
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

力
を
合
わ
せ
て
植
樹
作
業

植
樹
完
了
後　

長
野
市
内
を
一

望
で
き
る
素
晴
ら
し
い
場
所

学生たちの真剣なまなざし
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当
組
合
の
労
働
生
産
性
が
１
人
１
日
当
た

り
５
㎥
に
対
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
１

人
１
時
間
当
た
り
５
㎥
と
の
こ
と
で
、
森

林
の
条
件
が
異
な
る
と
は
い
え
、
国
際
的

な
競
争
力
を
身
に
着
け
る
に
は
ま
だ
ま
だ

改
善
の
余
地

が
あ
る
と
改

め
て
認
識
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
国

境
を
越
え
た

情
報
交
換
等

を
通
じ
、
素

材
生
産
力
向

上
に
努
め
て

ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

９
月
中
旬
よ
り
更
埴
支
所
で
は
千
曲
市

分
収
林
の
既
設
作
業
道
の
補
修
工
事
に
着

手
致
し
ま
し
た
。

　

他
事
業
体
の
方
々
と
連
携
し
て
施
工
す

る
計
画
で
、
来
年
度
以
降
も
作
業
道
開
設

等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
崩
土
整
理
の
作
業
中
な
の
で
す

が
、
施
工
前
に
現
場
を
確
認
し
た
時
よ
り

も
水
の
流
れ
て
く
る
箇
所
が
あ
り
、
必
要

に
応
じ
溝
を
作
り
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
よ
り
補
強
の
た
め
の
構
造
物
設

置
、
作
業
道
の
セ
ン
タ
ー
移
動
の
作
業
に

着
手
す
る
予
定
で
す
が
、
か
ご
枠
設
置

等
、
資
材
を
用
い
る
作
業
に
な
っ
て
い
く

の
で
現
場
と
の
連
絡
を
よ
り
密
に
行
い
安

全
作
業
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

６
月
６

日
㈪
に
長

野
県
と
林

業
分
野
で

協
定
を
結

ん
で
い
る

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
北
カ

ル
ヤ
ラ
県

の
知
事
他

10
名
に
よ

る
訪
問
団

の
視
察
を

受
け
入
れ

ま
し
た
。

霊
仙
寺
山

国
有
林
で
行
っ
て
い
る
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
に

よ
る
地
拵
え
現
場
と
搬
出
間
伐
の
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。
搬
出
間
伐
に
お
い
て
は

●
既
設
作
業
道
補
修

�
【
更
埴
支
所
】

●
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
視
察
団
受
入
れ

　

令
和
４
年
６
月
25
日
㈯
に
千
曲
市
大
字

戸
倉　

林
道
北
山
線
と
坂
城
町　

林
道
更

埴
坂
城
線
に
て
、
長
野
森
林
組
合
の
社
会

貢
献
の
一
環
と
し
て
、
本
年
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

千
曲
市
森
の
「
あ
ん
ず
の
里　

窪
山
展

望
公
園
駐
車
場
」
に
寺
澤
専
務
ほ
か
職
員

12
名
が
集
合
し
、
快
晴
の
下
、
昨
年
の
継

続
と
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
林
道
に
向
か
い
ま

●
社
会
奉
仕
活
動�（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）�を
実

施
し
ま
し
た

し
た
。

　

作
業
は
通
行
の
支
障
と
な
る
林
道
沿

い
雑
木
枝
払
い
作
業
と
、
ツ
ル
の
除
去

作
業
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

林
道
北
山
線
は
見
晴
ら
し
が
良
く
、

多
く
の
方
が
通
行
し
て
お
り
、
中
に
は

「
ご
苦
労
様
で
す
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
お

言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
作
業
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

梅
雨
時
で
し
た
が
天
候
に
恵
ま
れ
、

安
全
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

長
野
森
林
組
合
で
は
、
引
き
続
き
社

会
貢
献
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

既設作業道補修工事作業中

現地での意見交換

クラッシャー地拵えの現場

ボランティア参加の役職員

黙
々
と
作
業
す
る
参
加
者

巨
大
な
ツ
ル
を
切
り
ま
す
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●
長
野
セ
ブ
ン
の
森
活
動
の
第
８・９
回
目
を

　
行
い
ま
し
た�

【
北
部
支
所
】

　

10
月
15
日
㈯
信
濃
町
の
や
す
ら
ぎ
の
森

に
て
、
セ
ブ
ン
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第

９
回
目
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。（
第
８

回
は
５
月
28
日
㈯
に
行
い
ま
し
た
。）
２

０
１
２
年
～
２
０
１
６
年
に
坂
城
町
に

て
、
２
０
１
７
年
９
月
よ
り
信
濃
町
で
行

わ
れ
て
い
る
活
動
で
す
。
セ
ブ
ン
の
森
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
９
回
目
の
活
動
と
し

て
、
苗
木
の
植
栽
作
業
と
、
下
草
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ

ン
社
員
の
皆
様
と
そ
の
ご
家
族
、
加
盟
店

の
オ
ー
ナ
ー
様
、
長
野
地
域
振
興
局
、
信

濃
町
役
場
、
当
組
合
の
職
員
が
参
加
。
感

染
拡
大
防
止
の
為
、
人
数
制
限
も
あ
る
中

で
す
が
、
今
回
も
多
く
の
方
々
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
恒
例
の
活
動
開
始

の
掛
け
声
と
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
今

回
は
例
年
と
同

じ
く
、
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
、
ナ
ナ
カ

マ
ド
、
コ
ブ
シ

の
３
種
類
の
苗

木
を
各
68
本
、

合
計
２
０
４
本

の
苗
木
を
植
栽

し
ま
し
た
。

（
第
８
回
で
は

各
20
本
、
計
60

本
の
植
栽
と
設

置
し
た
支
柱
の

撤
去
を
行
い
ま

し
た
。）
毎
年

参
加
い
た
だ
い

て
い
る
方
も
多

第９回 第８回

く
、
慣
れ
た
様
子
で
植
樹
作
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
作
業
も
ひ
と
段
落
し
た
と
こ

ろ
で
長
野
地
域
振
興
局
の
渡
辺
様
よ
り
、

森
の
ク
イ
ズ
、
小
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。『
セ
ブ
ン
の
森
の
面
積
は
ど
の
く

ら
い
？
』『
冬
に
葉
っ
ぱ
を
落
と
さ
な
い

木
の
し
く
み
は
？
』
な
ど
こ
ど
も
達
だ
け

で
な
く
大
人
も
楽
し
め
る
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
以
前
植
樹
し

た
場
所
に
移
動
し
、
苗
木
の
下
草
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
、
安
全
に
作
業
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
去
年
は
多
く
の
苗
木

が
雪
に
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今

年
こ
そ
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
引
き
続
き
セ
ブ
ン
の
森
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

第
９
回　

植
樹
指
導

第
９
回　

森
の
ク
イ
ズ

　

10
月
19
日
㈬

に
開
催
さ
れ
た

第
３
回
理
事
会

終
了
後
に
、
本

所
に
て
記
念
植

樹
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
長

野
森
林
組
合
合

併
20
周
年
に
伴

う
行
事
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
、

大
き
な
記
念
行

事
は
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今

後
の
末
永
い
組
合
の
発
展
を
祈
念
し
コ
ウ
ヤ
マ

キ
１
本
を
役
員
で
植
栽
し
ま
し
た
。
記
念
標
柱

は
村
石
組
合
長
の
書
で
「
合
併
20
周
年
記
念
植

樹　

緑
か
が
や
く
ふ
る
さ
と
を
」
と
記
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

本
所
へ
お
立

ち
寄
り
の
際

は
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
合
併
20
周
年
記
念
植
樹

を
行
い
ま
し
た

植樹を行った理事・監事

左から　村石組合長　寺澤専務　和田副組合長
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「
皆
伐（
更
新
伐
）

再
造
林
の
す
す
め
」

次
世
代

次
世
代
へ
つ
な

へ
つ
な
げげ
!!!!

シ
リ
ー
ズ

③
組
合
薪
材
・
そ
の
他
広
葉
樹
は
宮
澤
木
材

産
業
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
へ
出
材
し
ま

し
た
。

　

植
栽
作
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か

ら
自
分
た
ち
で
管
理
し
て
い
く
山
林
の
た

め
、
造
林
作
業
も
自
分
た
ち
の
手
で
行
い

た
い
と
い
う
ご
要
望
が
あ
り
、
６
月
３
日

に
京
葉
ガ
ス
の
皆
さ
ま
と
植
栽
を
行
い
ま

し
た
。
植
栽
に
は
カ
ラ
マ
ツ
の
コ
ン
テ
ナ

苗
を
使
用
し
ま
し
た
。
１
時
間
ほ
ど
作
業

を
行
い
ま
し
た
が
、
１
人
20
本
前
後
植
え

る
こ
と
が
で
き
、「
ま
だ
植
え
て
い
き
た

い
」、「
黙
々
と
作
業
し
て
し
ま
う
」、「
こ

れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
の
か

楽
し
み
」
な
ど
前
向
き
な
意
見
が
多
か
っ

た
で
す
。

　

植
栽
後
７
月
の
下
刈
の
際
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
４
名
京
葉
ガ
ス
の
社
員
の
方
が

企
業
と
進
め
る
再
造
林
（
そ 

の 

１
）

　

こ
の
度
、
京
葉
ガ
ス
株
式
会
社

様
の
所
有
す
る
長
野
市
中
曽
根
の

森
林
で
皆
伐
・
再
造
林
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

森
林
の
概
要
は
社
有
地
面
積
が

１
・
56
㏊
樹
種
は
、
カ
ラ
マ
ツ
・

ア
カ
マ
ツ
・
ナ
ラ
・
そ
の
他
広
葉

樹
で
林
齢
が
67
年
生
と
な
り
ま
す
。

　

京
葉
ガ
ス
様
は
環
境
保
全
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

社
有
林
を
森
林
保
全
活
動
に
生
か

し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で

今
回
、
伐
期
を
迎
え
た
山
林
だ
っ

た
た
め
皆
伐
・
再
造
林
を
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
月
に

京
葉
ガ
ス
の
担
当
者
様
と
現
地
立

会
を
行
い
、
境
界
の
確
認
と
施
業

内
容
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
に
皆
伐
地
拵
作
業
を
行
い

伐
採
し
た
材
は
、
ア
カ
マ
ツ
は
征

矢
野
木
材
・
カ
ラ
マ
ツ
は
北
信
木

材
セ
ン
タ
ー
・
ナ
ラ
は
長
野
森
林

京葉ガス 羽生社長、長野地域振興局林務課 三石課長、
長野森林組合 和田副組合長他、参加者の皆様

下　　刈

カラマツ苗　植栽

来
て
下
刈
鎌
で
下
刈
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
10
月
に
二
回
目
の
下
刈
を
し
た
際

は
、
15
名
社
員
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
下

刈
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
二
回
目
の
下
刈

は
雨
が
降
っ
て
し
ま
し
た
が
皆
さ
ま
一
生

懸
命
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
、
苗
木
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
慎
重
に
下
刈
を
し
て
い
ま

し
た
。
下
刈
の
意
見
と
し
ま
し
て
は
、「
大

変
な
作
業
だ
っ
た
」、「
間
違
っ
て
苗
木
も

刈
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
怖
か
っ
た
」、「
刈

り
終
え
た
後
の
達
成
感
が
あ
る
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
京
葉
ガ
ス
様
の
考
え
と
し
ま
し

て
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
今
回
は
人

数
制
限
を
か
け
た
が
、
次
回
は
人
数
を
増

や
し
、
今
後
も
下
刈
作
業
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
組
合
と
し
て
皆
伐
・
再
造
林
を

推
進
し
、
皆
様
の
山
の
森
林
資
源
の
循

環
、
健
全
な
山
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

京
葉
ガ
ス
株
式
会
社
社
有

林
皆
伐
・
再
造
林
事
業
を

行
い
ま
し
た
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第
１
回
研
修
会
を
７
月
27
日
㈬
、
第
２

回
を
９
月
27
日
㈫
に
行
い
ま
し
た
。
研
修

は
現
役
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
自
ら
の
経
験
を
生

か
し
て
講
師
を
務
め
ま
す
。
座
学
・
現
地

研
修
問
わ
ず
常

に
意
見
が
飛
び

交
い
良
い
研
修

と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

組
合
員
の
皆

様
に
少
し
で
も

お
力
に
な
れ
る

よ
う
こ
れ
か
ら

も
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。

木 材 市 況
　今回の市売りは、北信森林管理署よりカラ
マツ高齢級長尺大径材、民有林からは広葉樹、
スギ等のご出品を頂き活発な市売りとなりま
した。北信森林管理署カラマツ高齢級長尺大
径材に高値がつき、広葉樹については、良材
に札が集中し高値の取引となり、広葉樹の
シーズン到来を印象づけるものになりました。
　スギの製材用材、合板材については鈍化し
ております。伐採出材予定のある方は、御一
報頂きたくお願い致します。
　広葉樹のシーズンと併せ、良材の伐採を予
定される方はご出品にご協力頂きたく、お願
い申し上げます。

第1109回　令和４年10月12日　長野県森林組合連合会　北信木材センター
樹種 長さ （ｍ）末口 （㎝）  平均値～高値 （円/㎥）  平均石値 （円） 備　　考

ス ギ
3.0 16～18 13,000 ～ 16,000  3,617  需要あり

20上 15,000 ～ 18,000   4,173  需要あり

4.0
13下 9,000 ～ 12,000   2,504 
22～28 14,000 ～ 17,000   3,895 
30上 16,000 ～ 18,000   4,452 

カラマツ 4.0
13下 10,000 ～ 13,000   2,782  杭材需要あり
14～18 12,000 ～ 15,000   3,339 
18上 20,000 ～ 25,000   5,565  需要あり

5.0 30上  ～ 30,000   8,347 
クルミ 4.0 36  ～ 46,000   12,799 
ク リ 2.4  48  ～ 55,000   15,304 

4.0  38  ～ 44,000   12,243 
（１石：0.27826㎥）

役
員
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た

ゼ
ロ
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
一
人
で
で
き
る
人
材
育
成
を

目
指
し
て

　

10
月
６
日

㈭
に
、
森
林

づ
く
り
推
進

専
門
委
員
会

（
廣
田
委
員

長
ほ
か
４

名
）
と
11
・

18
／
3
・
2

労
働
災
害
再

発
防
止
検
討

委
員
会
（
寺

澤
委
員
長
ほ

か
４
名
）
に

よ
る
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
現
場
は
霊
仙
寺
山
国
有

林
の
立
木
販
売
に
よ
る
皆
伐
作
業
現
場

で
、
北
部
支
所
の
伊
東
係
長
の
案
内
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

現
場
は
緩
斜
面
の
カ
ラ
マ
ツ
林
と
な
っ

て
お
り
、
最
も
危
険
の
大
き
い
伐
倒
作
業

を
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
機
械
伐
倒
が
広
範

囲
で
可
能
な
状
況
で
、
林
産
事
業
の

現
場
と
し
て
は
安
全
率
が
高
い
作
業

環
境
で
す
。

　

初
め
て
大
規
模
な
皆
伐
現
場
を
ご

覧
に
な
る
役
員
の
方
も
多
く
、
作
業

効
率
の
高
さ
と
安
全
性
の
確
保
状
況

の
ほ
か
、
作
業
道
へ
の
丸
太
敷
に
よ

る
土
壌
の
泥
濘
化
防
止
等
の
対
策
も

確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
災
害
撲
滅
を
目
指
し
、
役

職
員
一
体
と
な
り
安
全
対
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

当
組
合
は
、
長
野
地
域
振
興
局
林
務

課
や
県
森
連
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
若

手
職
員
を
対
象
と
し
た
人
材
育
成
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
回
数
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
、
職
員
間
の
繋
が
り
や
意
識

の
向
上
、
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
図

ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
な
テ
ー
マ
と
し
て

「
ゼ
ロ
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
一
人
で
で
き

る
人
材
育
成
」
を
目
標
に
、
森
林
経
営

計
画
樹
立
か
ら
事
業
の
精
算
ま
で
の
一

連
作
業
を
、
年
４
回
に
分
け
て
研
修
し

て
い
ま
す
。

講師は現役プランナー

霊
仙
寺
山
国
有
林
皆
伐

作
業
中

現
地
に
て
安
全
対
策
を

協
議

KETO500を装備した大型ハーベスタ

森
林
内
で
の
実
習

最
新
の
計
測
機
器
の
使
用
に

つ
い
て
の
実
習

令和4年度　各種研修生名簿
研　 修 　名 氏　　名（支所名）

フォレストワーカー
１年目

牧　心太 （須高支所）・塚田　親平 （更埴支所）・
月舘　晃吉 （北部支所）

フォレストワーカー
２年目 菅野　樹央 （須高支所）

　６月25日㈯に、長野県森林組合長会によるラジオ番組がＳＢＣ
ラジオで放送されました。当組合からは村石組合長が出演し、林
齢平準化や皆伐再造林への取組等、森林や林業を取り巻く現状の
課題解決に向け熱く語りました。You Tubeでも視聴可能ですので
「あなたと信州の森のこれからのお話し」で検索してください。
https://www.youtube.com/watch?v=ko2tuXSpHM0



本所・長野支所／〒380‒0915 長野市大字稲葉字上千田沖134番地２
●本所　TEL 026-217-8822㈹　FAX 026-219-2930

●長野支所（本所併設）　TEL 026-217-1503　　FAX 026-219-1601
須高支所／〒382-0013 須坂市大字須坂746番地イ号

TEL 026-245-3003　　FAX 026-245-2515

更埴支所／〒387-0016 千曲市大字寂蒔500番地 1
　　　　　TEL 026-274-1004　FAX 026-272-2216
西山支所／〒381-2405 長野市信州新町新町214番地 1
　　　　　TEL 026-262-2266　FAX 026-262-3281
北部支所／〒389-1312 信濃町大字富濃403番地 1
　　　　　TEL 026-251-7311　FAX 026-255-3995

鬼無里事業所／〒381-4301 長野市鬼無里2552番地
　　　TEL 026-256-2233　FAX 026-256-2234
西山事業所／〒381-3302 小川村大字高府 14 番地 1
　　　TEL 026-269-2124　FAX 026-269-3281
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当
組
合
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

格
別
な
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
総
代
会
の
議
決
並
び
に
過
日

の
理
事
会
に
お
い
て
賦
課
金
額
を
組
合

員
割
２
０
０
円
、
面
積
割
１
ha
当
り
２

０
０
円
と
し
、
12
月
15
日
ま
で
の
納
入

と
決
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

賦
課
金
は
、
地
域
林
業
が
更
に
活
性

化
す
る
た
め
に
組
合
員
皆
様
へ
の
情
報

提
供
や
森
林
整
備
推
進
の
森
林
経
営
計

画
樹
立
説
明
会
な
ど
に
役
立
て
て
お
り

ま
す
。
徴
収
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
地
区
の
総
代
・
参
与
委
員
の
皆
様
に

お
願
い
し
て
賦
課
金
納
入
通
知
書
を
配

布
し
て
頂
き
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に

現
金
ま
た
は
指
定
口
座
か
ら
の
振
替
で

納
入
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

当
組
合
で
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
用
の
薪

原
料
と
し
て
組
合
員
さ
ま
の
所
有
す
る

広
葉
樹
（
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
）
山
の
立
木

買
取
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
所
有
さ
れ

て
い
る
広
葉
樹
山
林
で
ご
興
味
の
あ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
一
度

お
近
く
の
支
所
、
事
業
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
担
当
職
員
が
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
！

編
集
後
記

◇
鬼
無
里
事
業
所
の
食
品
加
工
事
業
は

「
㈱
鬼
無
里
の
杜
」
に
譲
渡
い
た
し
ま

し
た
が
、
今
ま
で
通
り
の
ス
タ
ッ
フ
で

製
造
し
て
い
ま
す
。森
林
組
合
各
支
所
・

事
業
所
で
も
お
買
い
求
め
で
き
ま
す
の

で
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
せ
。

ながのペレット販売中なななななななななななながなななな のペ ト販売中中中中中中中中中中中

地域山林の間伐材100％からで
きています。熱効率も良く、灰も
少ないとご好評をいただいてお
ります。

地域山林の間伐材100％からで
きています。熱効率も良く、灰も
少ないとご好評をいただいてお
ります。

参考販売価格
（径6㎜10kg入 /袋）

・配達）・配達）

660660
720720
配達は30袋以上でお願いします配達は30袋以上でお願いします配達は30袋以上でお願いします

人
　
事
　
異
　
動

■
退
職
（
嘱
託
職
員
／
再
雇
用
）

・
鬼
無
里
事
業
所
長

戸
　
谷
　
　
　
稔
　
令
和
4
年
7
月
31
日
付

■
退
職
（
鬼
無
里
食
品
加
工
事
業
譲
渡
に
よ
る
）

・
食
品
加
工
係

芦
　
澤
　
晴
　
雄
令
和
4
年
7
月
31
日
付

・
食
品
加
工
係

小
　
池
　
資
　
晃
　
令
和
4
年
7
月
31
日
付

・
食
品
加
工
係

濱
井
　
ジ
ュ
リ
ー
　
令
和
4
年
7
月
31
日
付

・
食
品
加
工
係

有
　
澤
　
咲
　
紀
令
和
4
年
7
月
31
日
付

・
食
品
加
工
係

和
　
田
　
一
　
夫
令
和
4
年
7
月
31
日
付

・
食
品
加
工
係

戸
　
谷
　
せ
い
子
令
和
4
年
7
月
31
日
付

・
食
品
加
工
係

小
　
林
　
由
美
子
令
和
4
年
7
月
31
日
付

・
食
品
加
工
係

徳
　
武
　
尋
　
子
令
和
4
年
7
月
31
日
付

・
食
品
加
工
係

道
　
林
　
協
　
子
令
和
4
年
7
月
31
日
付

・
食
品
加
工
係

中
　
村
　
ま
ゆ
み
令
和
4
年
7
月
31
日
付

■
異
動

・
西
山
事
業
所
　
木
材
加
工
係

小
　
川
　
兼
　
範
令
和
4
年
8
月
1
日
付

（
鬼
無
里
事
業
所
食
品
加
工
係
）

■
採
用
（
技
能
職
員
）

・
北
部
支
所

舘
　
又
　
栄
　
慈
令
和
4
年
10
月
1
日
付

■
退
職
（
技
能
職
員
）

・
更
埴
支
所

塚
　
田
　
親
　
平
令
和
4
年
10
月
31
日
付

新
人
職
員
の
紹
介

新
人
職
員
の
紹
介

北
部
支
所
技
能
職
員

舘
又
　
栄
慈

10
月
１
日
付
で
採
用
と
な
り
ま
し
た
、

タ
テ
マ
タ
と
申
し
ま
す
。
今
年
の
春
に
妻

と
娘
と
３
人
で
岐
阜
県
高
山
市
か
ら
飯
綱

町
へ
移
住
し
て
き
た
ば
か
り
で
す
。
晩
酌

と
週
末
の
温
泉
と
（
ご
近
所
さ
ん
の
）
薪
ス

ト
ー
ブ
の
香
り
が
何
よ
り
の
安
ら
ぎ
で
す
。

　

以
前
は
家
具
職
人
と
し
て
木
工
を
仕
事
に
し
て
い
ま
し
た
。
木

材
は
も
ち
ろ
ん
、
立
ち
木
や
草
花
も
好
き
で
、
林
業
に
つ
い
て
も

興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
林
業
を
担
っ
て
い
く
人
材
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
現
状
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
移

住
を
機
に
、
こ
の
仕
事
に
就
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
自
分
に
で
き
る
仕
事
を
コ
ツ
コ
ツ
と
増
や
し
て
い
き
ま

す
。
先
は
長
い
で
す
が
、
い
ず
れ
は
次
の
世
代
に
、
よ
り
良
く

な
っ
た
林
業
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。
組
合
の
皆
様
、
お

世
話
に
な
り
ま
す
。

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て
の
お
願
い

広
葉
樹（
ナ
ラ
）山
買
取
強
化
中
！

組合からのお知らせ
◇名義変更等の届出について
次のような事例が該当する組合員の方は、最寄
りの支所等にご連絡下さい。
・組合員本人の方の死亡等により、名義人が実
在しない方。また、後継者の方が権利を継承
されている方。

・引越しや転居等により住所を変更された方。
・山林を売却し権利が別の名義人に移っている方。
・山林を売却したり、購入して所有面積が変更
になっている方。https://naganoforest.org/NE

W

ホームページのリニューアルについてホームページのリニューアルについて
　令和４年７月20日に長野森林組合ホームページがリニューア
ルしました。
　スマートフォン対応やセキュリティー対策強化に加えて、
SDGｓへの取組状況や、各種動画等も掲載しています。
　ＱＲコードから簡単にアクセスできますの
で、ぜひご覧ください。

スマートフォンで読み取るとHP
へアクセスできます

10
月
２
日
㈰
、
信
越
放
送
ラ
ジ
オ
局

が
主
催
す
る
『
２
０
２
２
年
第
２
回　

ろ
く
ち
ゃ
ん
の
森
の
学
校
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
長
野
市
中
条
の
道
の
駅
に

隣
接
し
た
約
33 
ha
の
ろ
く
ち
ゃ
ん
の
森
を
会
場
と
し
て
毎
年

春
と
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
森
林
づ
く
り
推
進
課

と
西
山
支
所
は
運
営
の
お
手
伝
い
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
7
家
族
23
名
の
ご
参
加
を
頂
き
、
〝
学
校
〞
ら
し
く

1
時
間
目
は
矢
澤
秀
成
先
生
に
よ
る
「
究
極
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
！

カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
に
よ
る
腐
葉
土
づ
く
り
」
の
授
業
を
受

け
た
り
、
初
秋
の
森
を
散
策
し
て
ど
ん
ぐ
り
を
探
し
た
り
し

て
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

2
時
間
目
は
毎
回
大
好
評
の
丸
山
真
一
郎
先
生
の
木
工
教

室
で
す
。
今
回
は
も
う
す
ぐ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
い
う
こ
と
で
、

モ
ミ
ジ
バ
フ
ウ
や
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
な
ど
の
木
の
実
を
沢
山
使

用
し
た
、
華
や
か
な
リ
ー
ス
を

作
り
ま
し
た
。
基
本
的
な
作
り

方
は
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
角
度
や
飾
り
付
け

方
に
個
々
の
セ
ン
ス
が
出
て
、

ど
れ
も
素
敵
な
出
来
栄
え
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
加
し
、
よ
り
森
林

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
発
信
に
努
め
て
行
き
ま
す
。

どんぐり探し

Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

ろ
く
ち
ゃ
ん
の
森
の
学
校
開
催

ろ
く
ち
ゃ
ん
の
森
の
学
校
開
催

リース


